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北海道幌延町の沿岸域における大深度オールコアボーリングの地質

Geology of deep all core drilling in coastal area, Horonobe, Hokkaido
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沿岸域の深部地下水に対する社会的要求は、地下空間の利用や未利用資源の開発において大き
い。また、沿岸域の深部地下水は海水準の変動などの複雑な自然環境の変遷を経て形成されたと
考えられ、その形成プロセスの解明は地下水学における重要な研究テーマの一つである。産業技
術総合研究所は、沿岸域における深部地下水の長期的安定性やその形成プロセスを明らかとする
ため、北海道天塩郡幌延町で深度1,000m以上のオールコアボーリングを実施している。研究地
は、天塩平野の沿岸に発達する砂丘に位置し、厚さ85m程の沖積層の下位に下部更新統～鮮新統
の更別層、勇知層が分布する。これまで、深度158～400m間のオールコアリングを行い、30～5
0m間隔で砂礫～泥のサイクルが繰り返す更別層が確認された。採取されたコアは、間隙水の抽
出・分析などの室内試験を行っている。このうち、本報では堆積相解析と地質分析（微化石分
析、テフラ分析、CNS元素分析）との結果を報告する。
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